
 

 平成26年５月８日  

 

５月定例所長会見における所長挨拶内容  

 

○ 所長の横村でございます。 

 

○ 福島第一原子力発電所の事故から３年以上が経ちましたが、

今もなお、福島県の皆さま、新潟県の皆さま、そして広く社会の

皆さまに、大変なご心配とご迷惑をおかけし続けておりますこと

を、あらためて心よりお詫び申し上げます。 

 

○ 本日、私からは３点お話しさせていただきます。 

 

○ まずは、発電所の安全対策への取組状況についてです。 

  フィルタベント設備については、６号機の本体の性能確認を

来月中にも実施できるよう現場の工事を進めており、７号機では

引き続き周辺工事を行っております。 

また、６号機で工事を進めております格納容器頂部水張り設備

につきましては、今月中に工事を完了する見通しです。 
 

引き続き、内部溢水の防止対策や火災防護対策など必要な対策

工事に着実に取り組んでまいります。 

 

 

○ 次に、発電所敷地内外で実施しております地質ならびに地質

構造に関する調査状況についてです。 

  発電所敷地内及び敷地外６地点では、計画したボーリングや

立坑工事を鋭意進めております。 

  敷地外で計画しておりました地下探査につきましては、今月

中旬より探査作業を開始する予定です。探査は４測線を予定し
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ており、準備の整った地点から順次進めてまいります。 

  引き続き調査状況を踏まえて、十分なデータが得られるよう

に柔軟に対応していくとともに、今後、調査結果が得られた段

階で原子力規制委員会へご報告、ご説明をしてまいりたいと考

えております。 

 

 

○ 最後になりますが、明日、柏崎市の会田市長が発電所にお越

しになり、安全対策設備をご覧いただく予定です。地域の皆さま

を代表される市長にお越しいただき、これまでの私どもの取り組

みをご覧いただく機会を頂きましたことに、この場をお借りして

感謝申し上げます。 

  明日は、防潮堤をはじめ、事故時の注水機能、電源の確保の

ために配備した緊急車両、貯水池、フィルタベントなどの安全対

策設備などをご覧いただく予定です。 

 

 

当所においては、今後も引き続き分かり易い情報発信や説明に

努め、地域の皆さまをはじめ多くの方々に、発電所における安全

対策への取り組みについてご理解いただけるように努めてまい

ります。 

 

○ 本日、私からは以上です。 

以 上 


